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□日本視覚学会関係

■ 2006年夏季大会中止，ACV2006開催のお知らせ

2006年夏季大会は ACV2006開催のため行われません．

ACV2006（The 4th Asian Conference on Vision）は，松江にて 2006年 7月 28日�8月 1日の予定

で行われます．まもなく，早期割引料金での事前登録が締め切られます．ご注意下さい．詳細は下

記 URLをご参照下さい．

http://www.uchikawa.ip.titech.ac.jp/ACV2006/

■日本視覚学会 2006年冬季大会の報告

2006年冬季大会は 1月に工学院大学新宿キャンパス 3階アーバンテックホールにて開催されまし

た．発表は 98件，参加者は 206名でした．ベストプレゼンテーション賞は，助宮　治さん（九大院

人間環境学府），齋藤晴美さん（東大院人文社会系研究科）に贈られました．

■幹事会報告

日本視覚学会幹事会が 2006年 1月 25日（水）に工学院大学新宿キャンパス 3階アーバンテック

ホールで開催され，以下の項目などについて審議および決定されました．

1．2005年度収支決算について，2005年 12月 31日現在の実績に基づき審議しました．今年度は

2005年 1月から 2006年 3月の 15ヶ月となるため，決算は 4月以降になることを踏まえて，決算報

告および承認は 2006年度とすることが検討されました．その案について，総会に提案されることが

決定された．

2．2006年度収支予算書を審議し，会員数見込みを修正し予算案とすることが決定された．

3．2005 年度より日本視覚学会優秀論文賞を設置することを決定した．詳細は，学会のホームペー

ジおよび VISIONに掲載する．

■世話人会報告

日本視覚学会世話人会が 2006年 1月 26日（木）に工学院大学新宿キャンパス 3階アーバンテッ

クホールで開催され，幹事会の報告および幹事会での審議事項についての意見交換がなされました．

2007年夏季大会実行委員長には，北崎氏（豊橋技科大），2008年冬季大会実行委員長には，北岡氏

（立命館大）が選出されました．世話人として，蒲池みゆき氏（ATR），村上　郁也氏（東大）が推

薦され承認されました．

■総会報告

日本視覚学会総会が 2006年 1月 28日（金）に工学院大学新宿キャンパス 3階アーバンテック

ホールで開催されました．郵便にて会員にお知らせした次期会長，幹事選挙について，幹事会から

の推薦候補者（前期より下野さんが退任，新たに古賀さんを推薦）全員が信任されたむね報告され

ました（有効投票数 34票，幹事会から推薦候補者全員について信任票 34票）．2006年度予算案に
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ついて，審議され承認されました（本号に掲載）．2005年度決算については今年度が 2006年 3月ま

でとなったことから，2006年度に報告，承認することが提案され，承認されました．その他幹事会，

世話人会の報告がなされました．

■日本視覚学会論文賞

上記の通り，論文賞を選定する事になりました．現在までの所，以下の事が決定され，2005年，

2006年の選考に当たっています．

編集幹事，下野前幹事を含む数名で候補論文の選考を行ない幹事会で決定される．当該年に

VISIONに掲載された原著論文から 1件を選定する（volumeごと）．論文を選考するため，著者全員

が受賞者となる．受賞者の資格は特に問わない．

□CNS*06計算神経科学学会開催のお知らせ

1．日時　2006年　7月 16～ 20日

2．場所　Edinburgh, UK

3．参加申し込み・問い合わせ　http://www.cnsorg.org/cns_meeting.htm

4．主催　Organization for Computational Neuroscience

The International Computational Neuroscience Meetingが，7月に英国スコットランドのエジンバラ

で開催されます．CNSは今年で 15回目となる学会で，例年 2・ 3百程度の演題が single-track oral

と posterで発表されます．神経科学の計算論にフォーカスした学会で，実験・モデル・理論的アプ

ローチの論文が集まります．論文の審査（受理）基準として，明確な生物学対応があげられている

のが特徴です．例年，視覚のセッションも設けられます．審査で高成績だった論文は，Neurocom-

puting誌に research articleとして掲載される予定です．詳細については上記 web siteをご覧下さい．

（筑波大学大学院システム情報工学研究科　酒井　宏，Member, CNSO Board of Directors）

□本会への問い合わせは下記までお願いします．

日本視覚学会事務局：

〒 169-0075東京都新宿区高田馬場 4–4–19

（株）国際文献印刷社内

日本視覚学会

電話　03-5389-6278

FAX 03-3368-2822

E-mail: vision-post@bunken.co.jp
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2006年度収支決算書

2006年 4月 1日�2007年 3月 31日

大科目 中科目 実績額（単位　円） 備考

【収入の部】

会費収入 年会費収入 2,820,000 一般 300名，学生 100名，
賛助 2口，購読 6口

事業収入 冬季大会 500,000

夏季大会 0

他の収入 広告料他 300,000

当期収入合計 3,620,000

前年度繰越収支差額 6,370,501

収入合計 9,990,501

【支出の部】

学会誌関連費 印刷製本費

VISION印刷代（含別刷り） 2,400,000 Vol. 18 No. 2–No. 4,
Vol. 19 No. 1

編集事務用品，消耗品費 10,000

計 2,410,000

郵送費 VISION郵送代 160,000

その他郵便代 70,000

封筒代 40,000

計 270,000

管理費 会員業務委託費 750,000

諸経費 振込手数料 1,000

計 1,000

当期支出合計 3,431,000

当期収支差額 189,000

次期繰越収支差額 6,559,501

ACV補助 1,500,000 VISION supplement
（特別支出）

当期支出合計 4,931,000
（含む ACV補助）

当期収支差額 �1,311,000
（含む ACV補助）

次期繰越収支差額 5,059,501
（含む ACV補助）


